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遺跡から見た古代末期の厨川

―11世紀・12世紀の厨川―

室　野　秀　文※

　はじめに

　平安時代後期の 11 世紀、安倍氏の厨川柵・嫗戸柵は、現在の盛岡市厨川地域に存在したとされる。
ここは北上川の西岸、雫石川の北岸の一帯であり、西は雫石川支流の諸葛川によって限られ、北西の
岩手山（滝沢市他）の火山噴出物により形成された、火山灰砂台地、いわゆる滝沢台地を中心として
いる。この台地上には縄文時代から江戸時代にいたる集落遺跡などが分布するが、今回は平安時代後
期、11 世紀から 12 世紀の遺跡を中心に紹介し、この時代の厨川について概観する。

　１　厨川の地形と遺跡

　滝沢台地は岩手山東側の滝沢市柳沢から、盛岡市青山町、大新町、大館町、前九年一丁目に至る火
山灰砂台地である。台地上は安定した平坦地であるも、縁辺部は沢の侵食により、舌状の小台地に分
割されている。また、北上川沿いの盛岡市上堂、安倍館町、前九年一丁目の館坂付近は、比高 10m
から 22m ほどの急崖であるが、南側の前九年一丁目から天昌寺町は、比高３ｍから 6 ｍほどの段丘
崖になって、北夕顔瀬の低地に面している。西側の西青山から南青山町付近は、西向きの緩傾斜面で、
諸葛川に面している。台地上の青山町から大館町、大新町、前九年付近までは、広く安定した平坦部
になっている。この南側に大館町、大新町、小屋塚の各遺跡が近接し、縄文時代から古代にかけての
遺構・遺物が濃密に確認されている。
　この台地上では、11 世紀の遺構・遺物の両方、または遺物が確認された遺跡は、大館町・大新
町・小屋塚遺跡・上堂頭・宿田の各遺跡がある。また近年、西青山一丁目の赤袰遺跡から 11 世紀前
半から中葉の土器生産に係る遺構と遺物が確認されている（盛岡市教育委員会 2019）。滝沢台地の
南西側の大館町から稲荷町、北天昌寺町、天昌寺町には、滝沢台地とは成因が異なる低い段丘面があ
り、砂礫やシルトなどの河川堆積物で形成されている。南西側の稲荷町遺跡周辺は比高２ｍから３ｍ
の段丘崖。南側の里館遺跡南側は、比高３ｍから５ｍの段丘崖に面している。稲荷町遺跡は堀で区画
され、内部には柱穴や掘立柱建物跡が多数、竪穴建物や土坑も確認されているほか、北西部の試掘調
査（第 32 次調査）では、竪穴建物から 11 世紀の土師器破片が出土している１）。また、赤袰遺跡の

論　　文

※　盛岡市遺跡の学び館
１）	 盛岡市教育委員会 2016 年 4 月稲荷町遺跡第 32 次調査 において、確認された（盛岡市教委 2021）。
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第 2 図　11 世紀遺跡と厨川柵・嫗戸柵擬定地

第 1 図　厨川の地形と遺跡
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北西、諸葛川沿いの境橋遺跡では、10・11 世紀の高台坏、坏、甕の破片が出土している（盛岡市教
委 1987）。11 世紀後半の遺跡は明確ではないが、大館町遺跡と稲荷町遺跡、里館遺跡では、12 世
紀の遺構と遺物が確認されている。このうち大館町遺跡では大溝や溝と、12 世紀後半のカワラケが
確認されている。稲荷町遺跡では、溝や柱列、掘立柱建物跡、竪穴建物跡とともに、11 世紀後半か
ら 12 世紀前半の白磁碗破片と須恵器壷、12 世紀後半の手捏ねカワラケが出土（盛岡市教委 1994、
室野秀文 1995）。里館遺跡では 12 世紀代の常滑の鉢、壺の破片と、ロクロ成形のカワラケが出土
している（盛岡市教委 2018）。

　２　遺跡の概要

　（１）赤袰遺跡（西青山一丁目）
　諸葛川に近い、滝沢台地西縁部にあり、南東向きの緩斜面に、11 世紀前葉から中葉の遺構・遺物
が確認された。これまでに確認された遺構は、竪穴建物跡２棟、掘立柱建物跡４棟、柵跡１条、土
器の焼成窯 3 か所、土取り穴 5 か所、土坑３基である。土坑の内 1 基は焼成窯の可能性がある。竪
穴建物のうち、長方形の大形の竪穴建物（RE01）には、６本の主柱穴があり、その配置から、屋根
は西側が寄棟、東側は切妻と推定される。竪穴中央の大形地床炉のほか、壁近くに大小の地床炉が 4
か所あり、鍛治炉らしい。周囲から刀子や鉄鏃の欠損品、板状の鉄製品など、鉄素材が集められてい
た。その後、屋内に白色粘土による張り床が行われ、ロクロが設置された。その後建物上屋の撤去後
には、竪穴の窪みを大量の土器焼成の窯として活用されていた。つまり竪穴建物には３時期の変遷が
ある。出土土器は土師器の小皿、小形器台、坏、高台坏、内面黒色処理坏、高台坏、鉢、甕が出土し
たほか、特殊なものではミニチュア土器や碁石らしい円形土製品、土製賽子がある。竪穴を活用した
土器窯のほか、東方に２基の円形土器窯、窯の可能性のある円形土坑 1 基がある。掘立柱建物は１

第 3 図　赤袰遺跡全体図　（盛岡市教育委員会 2019 に加筆）
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第 4 図　11 世紀厨川周辺の土器１
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第 5 図　11 世紀厨川周辺の土器２
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間×３間、２間×２間、２間×３間があり、ほかに２列の柱列がある。柵は西方向に延びるもので、
布掘溝に柱を並列したもので、小形の方形竪穴建物跡（RE02）に掘りこまれている。出土土器の年
代は 11 世紀中葉の古段階と考えられる（室野 2019）。安倍氏の柵・館などの、拠点施設へ土器を
供給した、土器生産遺跡である（盛岡市教委 2018）。
　（２）大館町遺跡（大館町・大新町）
　岩手県指定史跡の大館町遺跡は、縄文時代中期の集落遺跡である。ほかに弥生時代前期の竪穴建物
跡。古墳時代末期の７世紀から奈良時代の８世紀集落。平安時代９世紀～ 10 世紀の集落跡も確認さ
れている。遺跡の中央部と、南側には東西方向の溝が確認される。このうち中央部の溝は幅 1.2 ｍ
～ 1.8m、広いところでは２ｍ 20㎝、深さは 50㎝～ 70㎝あり、大溝と呼んでもよい。溝の内外か
ら 10・11 世紀ごろの土師器破片や、12 世紀のカワラケ破片がまとまって出土している。、土師器
には内面黒色処理された高台坏の破片もある（盛岡市遺跡の学び館 2012）。溝のほかに、竪穴建物
跡や掘立柱建物の一部も確認されているが、詳細な年代は把握されていない。この遺跡では古代以後
の遺構からも、夥しい量の縄文時代遺物が出土するため、時期の特定が難しい遺構もある。縄文時代
として報告した掘立柱建物跡もあるが、縄文時代竪穴建物を上から掘りこんだ柱穴も少なくないこと
から、古代以後の掘立柱建物跡も重複している可能性がある。遺跡中心部には大形柱穴が集中する箇
所も存在しているが、今後は縄文時代集落に伴う柱穴や掘立柱建物なのか、或いは古代以後の掘立柱
建物なのか、その時期については、慎重な判断が求められる（室野秀文 2019）。
　（３）大新町・小屋塚遺跡（大新町）
　大館町遺跡東隣の大新町遺跡でも、縄文時代草創期から早期の遺物法含層と早期の集落跡、中期の
集落跡、奈良時代の集落跡に重複して、11 世紀代の竪穴建物、土坑、掘立柱建物跡、掘立柱列跡、
柵跡、溝が存在する。溝は台地の南辺近くに東西に掘られ、竪穴と土坑からは土師器の小皿、高台
坏、小形坏が出土している。土師器は赤袰遺跡の土器と概ね同質で、土師器高台坏は厚手で内面ヘ
ラ磨き・黒色処 +- 理されている。このうち、RE701 竪穴出土土器は 11 世紀前葉新段階。RD702
土坑出土の小形坏、小皿は、赤袰遺跡の土器群と同じで、11 世紀中葉古段階である（盛岡市教委
1982）。調査当時はこの土器群は 10 世紀後半としていたが、近年の古代末期土器研究が進展（井上
雅孝 2006、羽柴直人 2011、津嶋知弘 2015 他）し、土器の年代の修正されてきた。さらに、赤袰
遺跡の発掘調査成果成果（盛岡市 2018）によって、現在では 11 世紀前葉新段階から、11 世紀中
葉古段階に考えられている（室野秀文 2019）。
　大新町遺跡東側の小屋塚遺跡では竪穴建物跡が 2 棟確認されており、内 1 棟から 11 世紀前半の
土器群が出土している。高台坏や小形坏の形状から、大新町遺跡 RE701	竪穴出土土器や宿田遺跡出
土土器に近い時期で、11 世紀前葉新段階の可能性がある。
　（４）上堂頭遺跡（上堂四丁目）
　北上川西岸の上堂頭遺跡は、台地の斜面に２間×３間の掘立柱建物跡 1 棟があり、建物の雨落溝
から土師器高台坏、坏、小形坏が出土した（盛岡市遺跡の学び館 2012）。11 世紀前葉の新段階と考
えられる。この地点は北上川西岸の街道を見下ろす位置にある。
　（５）宿田遺跡（前九年二丁目）
　台地の上に 7 世紀から 9 世紀初頭ごろまでの古墳群があり、7 世紀代の古墳周溝内に堆積した十
和田 A 火山灰（915 年降下）の上層から、土師器小形坏 2 個体と土師器高台坏が 1 個体出土した。
小形坏は大新町遺跡 RE701 竪穴出土の小形坏に近い。
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第６図　大館町遺跡・大新町遺跡（盛岡市教育委員会 2019 に加筆）

第７図　稲荷町遺跡（盛岡市教育委員会 2021 に加筆）
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　（６）稲荷町遺跡（大館町・稲荷町）
　大館町遺跡よりも一段低い段丘上にあり、西側は諸葛川、南は雫石川北の低地、北から東側は旧河
道を利用したとみられる堀が区画する。遺跡北西部では試掘調査で竪穴建物 2 棟があり、内 1 棟か
ら赤袰遺跡と同じ土師器内面黒色処理の高台坏小破片が出土した。また遺跡東部では掘立柱建物群と
竪穴建物跡が存在し、土坑から 11 世紀後半から 12 世紀前半の須恵器壺、竪穴建物からは同じころ
の白磁碗破片が出土し、周辺から 12 世紀後半の手捏ねカワラケ、渥美の甕破片が出土した（盛岡市
教委 1994、2021、室野 1995）。堀の時期は特定されていないが、堀の断面形状は、紫波町比爪
館の堀と酷似している。遺物の出土量は少ないが、11 世紀中ごろの竪穴建物跡が存在するほか、12
世紀の堀を廻らせた居館跡と考えられる。
　（７）里館遺跡（天昌寺町・北天昌寺町）
　滝沢台地南側の低い段丘面にあり、厨川柵の擬定地であるほか、中世工藤氏（栗谷川氏）の城館
跡である。今のところ。11 世紀の明確な遺構は確認されておらず、12 世紀から 16 世紀の城館の遺
構。17世紀以後の村落遺構が確認されている。12世紀の遺構は遺跡西部から北西部にかけて存在し、
2 間×３間の身舎の四面に下屋か縁がめぐる掘立柱建物跡、竪穴建物跡、大溝、掘立柱建物跡、柱列
跡が存在し、常滑の捏ね鉢、壺、ロクロカワラケの破片が出土している。この南側には堀で囲まれた
曲輪があり、14 世紀の常滑甕の破片が出土している（盛岡市教委 2014・2016）。遺跡の東部では
13 世紀から 14 世紀の遺物が散見されるほか、15 世紀～ 16 世紀の城館遺構が重複している（盛岡
市教委 1999 ほか）。
　（８）安倍館遺跡（栗谷川城跡：安倍館町・上堂一丁目）
　室町～戦国期の工藤氏城館跡である。中世城館の年代は出土陶磁器から 15 世紀後半から 16 世紀
末まで。安倍氏の厨川柵・嫗戸柵伝承もあるが、現在までに 11 世紀代の遺構・遺物は確認されてい
ない。一方、近年では、周辺地形と厨川の 11 世紀遺跡の在り方から、大館町・大新町・小屋塚遺跡
付近を厨川柵とし、安倍館遺跡・館坂遺跡付近を、嫗戸柵に比定する説（羽柴直人 2004・2011、
樋口知志 2011、室野秀文 2019）も発表されている。

　３　11 世紀・12 世紀の厨川

　（１）11 世紀・12 世紀遺跡
　厨川地域における 11 世紀遺跡の分布範囲は、滝沢台地南部の大館町・大新町・小屋塚遺跡を中心に、
北西は境橋遺跡、北東は上堂頭遺跡、南西は稲荷町遺跡、南東は宿田遺跡に囲まれた範囲である。こ
のうち、大館町遺跡と稲荷町遺跡では 11 世紀・12 世紀両方の遺物が確認されている。11 世紀の土
器が最も多く出土したのは赤袰遺跡であるが、ここは土器の生産遺跡であり、土器の供給先は大館町・
大新町・小屋塚遺跡付近と考えられる。おそらくはこの付近に、厨川柵本体が存在した可能性がある
（羽柴 2011、樋口 2011、室野 2019）。大館町遺跡や大新町遺跡、小屋塚遺跡では、台地上や台地
縁辺に大溝や溝が東西に掘られており、これらが 11 世紀の遺構であるならば、雫石川北岸の段丘地
形を頼みとして、より北側に存在した館を防御する施設であった可能性がある。同様の溝は、里館遺
跡の東方の権現坂地区にも存在し、JR 盛岡客貨車区や東北新幹線用地内では、段丘縁辺や台地下に
東西方向の溝が重複して確認されている（板橋源　岩手県教育委員会）。堀としては小規模ではある
けれども、これに段丘地形や土塁、逆茂木、柵などが伴えば、一定程度の防御力はあったと考えられ
る。溝と周辺遺構との関連が、より詳細に究明されなくてはならないだろう。さほど大きくない溝に
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よる、防御施設の事例として、示唆的な遺構が、近くから確認されている。
　里館遺跡北西部の第 58 次調査では、12 世紀後半のＳＤ 509 溝とＳＤ 510 土取溝が、３ｍ～ 4.5
ｍの間隔をおいて併走し、ＳＤ 509 溝の堆積土は、内側（南側）から多く流れ込んでいることが確
認できた。その土は、地山の褐色シルトブロックを多く含み、内外の溝の間に土塁の存在が推定され
る。内側の土取溝内にはＳＢ 510 掘立柱建物の 2 個の柱穴がある。位置関係から、前側（外側）の
2 本の柱を土塁上に乗せた形の櫓の跡と考えられる。すなわち、内側（南側）の 2 本の柱は柱穴内に
立ち、外側の柱２本は土塁上の土台に臍を切り、柱を立てたと推定できる。柱痕跡は径 25㎝内外と
比較的大きく、柱穴の深さは 1.07 ｍである。櫓の平面が正方形だとすれば、2.7 ｍ（９尺）四方の
規模になる。同様の櫓跡としては、宮城県多賀城跡などの古代城柵遺跡において、内側を掘立柱、表

第８図　里館遺跡　櫓・溝 第９図　大館町遺跡　大溝と出土土器

第 10 図　稲荷町遺跡　堀断面（盛岡市教育委員会 2021）
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側を築地上に載せた形式の櫓跡が確認されており、参考になる。里館遺跡の土塁を伴う溝は 12 世紀
後半のロクロカワラケの出土から、平泉藤原氏の時期である。地形と地割から考えれば、この時期の
城館主体部が、南側段丘崖よりに存在したことは、ほぼ間違いないと思われる。時期が多少異なるけ
れども、同様の施設が、大館町、大新町等の大溝に伴っていないかどうか、検証してみる価値はある
だろう。また、里館遺跡第 58 次調査区の南側、第 60 次調査では、新旧の堀２条が確認されており、
14 世紀の常滑甕の破片が出土している。地形と地割と併せて考えれば、里館遺跡の西半分を占める、
勾当館の主郭と考えられるが、北側で 12 世紀後半の外郭施設が存在するということは、14 世紀の
勾当館主郭と同じ場所に、12 世紀の主郭が存在する可能性が濃厚である。
　それでは、厨川柵と嫗戸柵の位置関係は、滝沢台地上の遺跡からどのように考えられるだろうか。
この点、まだ両柵の位置が未確定であるなかで、厨川柵を大館町、大新町、小屋塚遺跡付近に考えた
場合、嫗戸柵がどこになるかという事である。この問題を考えるにあたり、考古学的に参考にすべき
は、やはり金ケ崎町の国指定史跡鳥海柵跡である。
　鳥海柵は、段丘縁辺部の沢地形により、南から二ノ宮後（鳥海Ａ遺跡）、鳥海（鳥海Ｂ遺跡）、原添下（西
根遺跡）、縦街道南（西根古墳群）の区域に分かれている。
　柵の古い段階（11 世紀前半）には、二ノ宮後地区の島状台地に、砦状の曲輪が形成され、そこか
ら北に 400 ｍ離れた縦街道南地区に、2 間×３間の身舎に四面廂の床張り建物と、侍廊のような付
属棟がＬ字形に配されていた。この段階では原添下の方形居館はまだ成立していないと考えれてい
る。この時期には、公的（官衙的）館と、防衛拠点の曲輪が分散していた。
　柵の新しい段階（11 世紀中頃）になると、二ノ宮後の北の鳥海地区に直線の空堀が構えられ、、
さたに北側の原添下地区の南東部に L 字形の堀で区画された居館が造られる。この居館には 2 間×
５間の四面廂建物と、2 間× 5 間建物が並び、3 棟の竪穴建物が付属。北西隅には１間四方の櫓が構
えられている。安倍氏当主の居館と考えられる。この居館の西方原添下の西方には、溝で区画された
複数の屋敷群が構えられ、その南側の沢には大量の土器が投棄されていた。屋敷群は官衙施設を含む
可能性があり、安倍氏当主の居館から、やや距離を置いた場所に公的施設が存在したらしい。
　鳥海柵の様相を、厨川に置き換えてみる。繰り返しになるが、赤袰遺跡で生産された土器群が、こ
れまで最もまとまって出土している遺跡は大新町遺跡と小屋塚遺跡であり、大館町遺跡からも、当該
時期の土器が出土している、現在までに、鳥海柵で確認されたような四面廂の大形掘立柱建物跡は未
確認であるけれども、大館町・大新町・小屋塚の遺跡では、当時の竪穴建物跡、掘立柱建物跡、柱列、
溝、土坑が確認されており、出土土器の内容から、近傍に官衙的性格の館が存在する可能性がある。
つまり、厨川柵本体は、川岸に面した高い崖に守られた要害地形に存在するのではなく、小高い安
定した地形に営まれた、官衙的性格の館であったと考えられるのである。そこから東方に、800 ｍ
～ 900 ｍ離れたところにある安倍館遺跡（栗谷川城跡）は、中世工藤氏の城館である（盛岡市教委
1999）。ここからは今のところ 11 世紀や 12 世紀の遺構遺物が確認されていない。ただ、場所が厨
川地域で最も要害の地形であることや、北上川西岸の街道と、鹿角街道、秋田街道の結節点であるこ
とを考慮すれば、11 世紀における土地利用は当然考えられるわけであり、ここが防衛拠点としての
嫗戸柵跡である可能性は否定できないだろう。
　北西部の境橋遺跡からも 10 世紀後半から 11 世紀前半の土器が出土し、稲荷町遺跡では北西部の
竪穴建物跡から、小片ながら 11 世紀中葉の土器片が出土している。厨川柵成立以前を含め、安倍氏
の厨川柵・嫗戸柵を支えた地域の西辺を示す遺跡であろう。北東部の上堂頭遺跡は、北上川西岸の街
道に沿った堂社跡。宿田遺跡の出土土器は、古墳の追善供養の痕跡と考えられる。これらの遺跡は、
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第 11 図　鳥海柵跡・大鳥井山遺跡
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厨川柵・嫗戸柵を支えたエリアを示す村落や宗教施設を示している。また、厨川西方の滝沢市大釜の
大釜館遺跡では、赤袰遺跡や大新町遺跡出土土器よりも、やや新しい様相の土器群が、大形掘立柱建
物の屋敷に伴い出土している（滝沢市埋蔵文化財センター 2003、吉田努・井上雅孝 1994）。この
遺跡も安倍氏関連の遺跡と考えられ、厨川周辺における、安倍氏に属す勢力の一拠点であったと考え
たい。
　12 世紀の稲荷町遺跡は、堀と掘立柱建物との関係に課題を残すが、安倍氏から平泉期に至る居館
跡であろう。里館遺跡西部に確認された溝、内溝、櫓状建物、柱列は、城館の外郭部分の遺構と考え
られる。12 世紀、雫石川北岸の段丘上には、稲荷町遺跡と里館遺跡西部に居館や城館が存在したが、
それは 11 世紀安倍氏の滅亡後、その統治を何らかの形で引き継いだ領主の存在を暗示し、12 世紀
の遺構と遺物は、平泉藤原氏や樋爪氏に属す勢力の政治拠点が置かれていた可能性を示している。
　

　おわりに

　11 世紀～ 12 世紀の厨川は、安倍氏の拠点厨川柵・嫗戸柵がおかれた。その後清原氏の時代は不
明確であるが、12 世紀になり、平泉藤原氏の拠店も存在した地域である。現時点における多くの課
題は、今後の発掘調査と安倍氏関連遺跡の比較検討により解明されるだろう。
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